
 
エスティマのブレーキフルード交換 
(AHR20 型系:2006.6〜)  
 

 

 

ﾃｽﾀｰを使⽤せずにｴｱ抜き、ﾌﾙｰﾄﾞ交換を⾏う
と、作業不完全となり障害や事故につながる
恐れがある為、必ずﾃｽﾀｰを使⽤して⾏って下
さい。 

 

 

･ﾌﾙｰﾄﾞ交換はｼﾌﾄﾚﾊﾞｰ P ﾚﾝｼﾞでﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷ
を効かせた状態で作業を⾏います｡ 
･ﾌﾞﾚｰｷｱｸﾁｭｴｰﾀからのﾌﾙｰﾄﾞﾘﾘｰｽによりﾌﾞﾚｰｷﾌ
ﾙｰﾄﾞがあふれることがある為、ﾌﾙｰﾄﾞ⽸はﾘｻﾞｰ
ﾊﾞ注⼊⼝にたてないで下さい｡ 
･ﾌﾙｰﾄﾞ交換作業中はﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞをﾘｻﾞｰﾊﾞの
MIN-MAXﾗｲﾝの間を保つよう補充しながら⾏
います｡ 
･ﾘｻﾞｰﾊﾞのﾌﾞﾚｰｷｱｸﾁｭｴｰﾀﾎｰｽ(ﾌﾞﾚｰｷｱｸﾁｭｴｰﾀ-ﾏｽ
ﾀｼﾘﾝﾀﾞ間ﾎｰｽ)取り付けﾎﾟｰﾄよりﾌﾙｰﾄﾞ液⾯を
低下させ、ﾁｭｰﾌﾞ内にｴｱが混⼊すると、ﾌﾙｰﾄﾞ
交換作業中のﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀ駆動によりｱｸﾁｭｴｰﾀ内
にｴｱが噛み込み、ｴｱ抜き困難となります。 
･ﾌﾙｰﾄﾞ交換実施中にｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ圧低下によりﾌﾞ
ｻﾞｰが作動する場合がありますが､作業はその
まま続⾏します｡ 
･ﾌﾙｰﾄﾞ交換作業により、圧⼒ｾﾝｻ異常などの故
障ｺｰﾄﾞを記憶する場合がありますが、その場
合ﾌﾙｰﾄﾞ交換完了後故障ｺｰﾄﾞ消去を⾏います｡
･塗装⾯にﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞを付着させないで下さ
い。付着した場合はただちに洗い落として下
さい。 
･ﾌﾙｰﾄﾞ交換作業中、ｴﾚｸﾄﾘｶﾙﾏﾙﾁﾋﾞｼﾞｮﾝに異常
警告が表⽰することがありますが異常ではあ
りません。作業後、画⾯を操作して警告を消
去します。 

 

ブレーキ制御禁⽌ 

1. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁが OFF である事を確認し、
TPM1000 を⾞両に接続します。 

2. ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷを作⽤させた状態で、ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝ
ｽｲｯﾁを ON にします。（ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏まず
に、ﾌﾟｯｼｭｽﾀｰﾄｽｲｯﾁを 2 回押します） 

3. [ 診断 ] を選択します。 

 

4. [ TOYOTA ]を選択します。 

 

5. [ 作業ｻﾎﾟｰﾄ ]を選択します。 

 

6. [ ABS/VSC ]を選択します。 

 

7. [ ｴｱ抜き ]を選択します。 

 

8. 注意事項を確認し、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し実⾏し
ます。 

 



 

ﾌﾞﾚｰｷ制御禁⽌の条件が満たされていない場
合は、ｴﾗｰが表⽰されます。 
条件を再度確認して下さい。 

 

9. ﾌﾞﾚｰｷ制御禁⽌中です。 
この画⾯表⽰中に、ｴｱ抜き作業をおこなって
下さい。 

 

フロントブレーキ系統フルード交換 

10. ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙをﾍﾟﾀﾞﾘﾝｸﾞし、ﾌﾛﾝﾄﾌﾞﾚｰｷｼﾘﾝﾀﾞ RH
および LH のﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞよりﾌﾙｰﾄﾞを抜き取
ります。 

 
･抜き取りは RH､LH の順で⾏います。 
･ﾘｻﾞｰﾊﾞ内のﾌﾙｰﾄﾞが MIN ﾚﾍﾞﾙ以下にならな
いように補充して下さい。 

11. 抜き取り終了時、ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏み込んだ状
態でﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを締め付けます。 

リヤブレーキ系統フルード交換 

12. ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏み込んだ状態で、ﾘﾔﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚ
ｰｷｼﾘﾝﾀﾞのﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞ LH をゆるめ、ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰ
ﾀおよびｿﾚﾉｲﾄﾞ駆動中にﾌﾙｰﾄﾞ抜き取りを⾏い
ます。 

 

･ﾘｻﾞｰﾊﾞ内のﾌﾙｰﾄﾞが MIN ﾚﾍﾞﾙ以下にならな
いように補充して下さい。 
･ｿﾚﾉｲﾄﾞ駆動は、約 30 秒を⽬安に、ﾍﾟﾀﾞﾙを
離して停⽌させます。 
･ﾌﾙｰﾄﾞ交換作業中、電⼦制御ﾌﾞﾚｰｷｳｫｰﾆﾝｸﾞﾗﾝ
ﾌﾟ点灯およびﾌﾞｻﾞｰが吹鳴することがありま
すが、異常ではありません。 

13. LH と同様に、ﾘﾔﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷｼﾘﾝﾀﾞ RH のﾌﾞﾘｰ
ﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞから抜き取りを⾏います。 

14. 抜き取り終了時、ﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを締め付け、ﾌﾞ
ﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを開放します。 

■ 参 考 ■ 
ﾘｻﾞｰﾊﾞのﾌﾙｰﾄﾞ液⾯が MAX ﾚﾍﾞﾙより 5mm ほど下に
ある状態でﾌﾙｰﾄﾞ抜き取りを終了すると、ﾌﾙｰﾄﾞ量調整
が容易に⾏えます。 

15. ｴｱ抜き作業が完了したら[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、
[ ABS ｻﾎﾟｰﾄ ]画⾯に戻ります。 

 

アキュームレータ 0 ダウン駆動実施 

16. 続いて、[ ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ 0 ﾀﾞｳﾝ駆動 ]を選択し、
実⾏します。 

 

17. 注意事項を確認し、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押します。

 

18. [ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、[ ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ 0 ﾀﾞｳﾝ駆動 ]
を実施します。 

 

19. ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ 0 ﾀﾞｳﾝ駆動です。 

 



20. ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ 0 ﾀﾞｳﾝ駆動が完了しました。 

 

21. ﾌﾞｻﾞｰの吹鳴を確認し、ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁを OFF
にします。 

フルード量点検・調整 

22. ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ 0 ﾀﾞｳﾝ（ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ圧抜き）実施後、
ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ内のﾌﾙｰﾄﾞをﾘｻﾞｰﾊﾞに戻した状態でﾏ
ｽﾀｼﾘﾝﾀﾞﾘｻﾞｰﾊﾞのﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞ液⾯が MAX ﾚﾍﾞﾙ
になるようﾌﾙｰﾄﾞ量を調整します。 

 

 

･ｽﾎﾟｲﾄなどを使⽤して液量を調整する場合､
鉱物油､⽔､劣化したﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞを扱ったもの
は使⽤しないでください。ｼｰﾙ部品劣化やﾌﾙｰ
ﾄﾞ劣化となり､ﾌﾙｰﾄﾞ漏れ､効き不良の原因と
なります。 

23. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁ ON後、ﾏｽﾀｼﾘﾝﾀﾞﾘｻﾞｰﾊﾞのﾌﾙｰﾄﾞ
液⾯が MAX ﾚﾍﾞﾙよりやや下にあることを確
認します。 

■ 参 考 ■ 
ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ 0 ﾀﾞｳﾝ(ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ圧抜き)実施後、ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲ
ｯﾁを ON するとｱｷｭｰﾑﾚｰﾀにﾌﾙｰﾄﾞが畜圧され、液⾯は
低下します。 

24. [ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、[ ABS ｻﾎﾟｰﾄ ]画⾯に戻
ります。 

 

25. [ NO ]ﾎﾞﾀﾝを何度か押し、[ ﾄﾖﾀﾒｲﾝﾒﾆｭｰ ]ま
で戻ります。 

26. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁを OFF にします。 

27. TPM1000 を⾞両から外します。 
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